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●旅行期間 2011 年 3 月 28 日(月)～3 月 31 日(木) 4 日間 

●旅行費用 ￥１０５，０００．－   

●最少催行人員 15 名様以上 

●旅行費用に含まれるもの 

①日程記載の航空運賃（エコノミークラス） 

②学校訪問及び空港ホテル間のバス費用 

③ホテル代(1 室 2 名様／バス又はシャワー付き) 

④食事代：全食事付（税・チップ等サービス料を含む） 

⑤空港、ホテル、バス等での手荷物運搬料金 

（お一人様旅行用鞄 1個/20kg まで無料） 

●旅行費用に含まれないもの 

①荷物超過料金（20kg を超えるもの） 

②燃油特別付加運賃及び各国空港税 

※出発前迄に変更になる場合があります。 

③シングルルーム追加費用（￥27,000） 

④団体費用（\8,400） 

⑤任意の旅行傷害保険料 

●旅行申し込み方法 

添付の旅行申込書に必要事項を記入の上、FAX 又は郵送にて 

ベストワールド㈱にお送り願います。同時に申込金\50,000 を 

お振込みの程お願い致します。 

（申込金は旅行費用の内金となります。） 

●振込先  

銀行名：三井住友銀行 日比谷支店 

名 義：ベ ス ト ワ ー ル ド 株 式 会 社 

口 座：当座２１０２３９１ 

●申込締切 

２０１１年２月１０日（木） 

 

●渡航手続き 
パスポートをまだお持ちでない方、パスポートをお持ちの方 
でも残存有効期限がない場合は下記の書類をご用意の上、 
現住所のある各都道府県の旅券センターにて申請を行って 
下さい。 
１．戸籍抄本 １通（最近 6ヶ月以内のもの） 
２．住民票  １通（    〃     ） 
３．写 真  １枚（縦 4.5cm×横 3.5cm）  
申請から受領まで約 10 日間程かかりますので、お早めに 
お手続き下さい。パスポートを取得しましたら、パスポートの
コピーと写真(縦 4.5cm×横 3.5cm)1 枚をベストワールド㈱に 
ご郵送下さい。 
●キャンセルについて 
旅行参加申し込み後、お客様のご都合で旅行を 
取り止める場合は取り消し料がかかります。 
＊３０日前～３日前までの場合   費用の２０％ 
＊ ２日前～出発前日までの場合  費用の５０％ 
＊旅行開始後の取消の場合     費用の１００％ 
※参加と同時に航空機、ホテル等に予約金が必要とされた場合、
キャンセルされた際、かかる実費を頂きます。 
●おことわり 
旅行費用は平成 23 年 1 月現在を基準にしております。参加人員
が 15 名に満たない場合、出発前に大幅な為替変動などがあった
場合、航空運賃が変更になった場合には、旅行費用が変更となる
場合がありますのでご了承下さい。 
旅行出発便、帰国便は主催者の都合で変更になる場合があります
のであらかじめご了承お願い致します。 
●規約事項 
旅行中天災事変、火災、政府及び公共団体の命令、政変、ストラ
イキ、戦争、暴動、流行病、隔離、税関規則等不可抗力の事由に
より生じた損害、盗難、詐欺、暴行、傷害等会社及び旅行会社の
責任外の事故による損害または参加者が諸法令、或いは公序良俗
に反する行為のための生じた損害については責任を負うことは
出来ません。なお航空機、鉄道船舶などの運輸機関の運賃変更、
スケジュールの変更が合った場合、その他止むを得ざる事情があ
った場合などは、経費・日程を変更する場合があります。その他
の規約事項は弊社旅行業約款によります。 
個人情報保護法にもとづき、申込書に記載された個人情報につい
て、お客様との連絡のために利用させていただくほか、旅行サー
ビスの手配及びそれらのサービスの受領のための手続きに必要
な範囲以内で利用させていただきます。また、当社の提携する企
業の商品やサービスのご案内、旅行参加後のご意見やご感想の提
供のお願い、アンケートのお願い、海外旅行のご案内等にお客様
の個人情報をご利用させていただくことがあります。 

総合旅行業務取扱管理者  浦尾 雄児

キリトリ線 

実 施 要 項 

◆お問い合わせは… 
株式会社教育家庭新聞社 

〒1１１-００５３ 東京都台東区浅草橋３－１－８  
   TEL: 03-3864-8241 FAX: 03-3864-8245 

◆お申込みは… 

ベス ト ワ ール ド株 式 会 社 
〒101-0047 東京都千代田区内神田１－７－４ 
TEL: 03-3295-4111 FAX: 03-3295-4118 

http://www.bstworld.co.jp/bw/ 

教育家庭新聞社 韓国研修・いかに英語を身近なものにするか 参加申込書 

フリガナ 

氏 名 

               

 

 

生年月日 19   年   月   日生(   才) 
性 

別 
男  女 

 

現住所 

 

〒                           電話：(   ) 

F A X：(   ) 

携帯：(   ) 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ： 

国内 

連絡先 

氏名 続 

柄 

 
電話：（   ）       FAX：（   ） 

   学校名                    

所在地 

〒              

 

  

連絡先 

電話：(   ) 

F A X：(   ) 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ： 

お部屋割り 
【   】二人部屋希望（同室希望者：       ） 

【   】一人部屋希望 ※別途追加費用あり   
喫煙の有無 【   】喫煙  【   】禁煙

海外旅行傷害保険のお申込み 

【   】旅行会社が手配する(エース保険) 

【   】ご自身にて手配する 

ビジネス 

クラス 

【   】希望する 

【   】希望しない 

※別途追加費用あり 

成田空港での   前泊希望【   】

         後泊希望【   】

※別途追加費用あり 

ローマ字氏名                   

※お名前(ﾛｰﾏ字)はパスポートに記載（又は予定の）アルファベットのつづりを正確にお知らせください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

企 画：株 式 会 社  教 育 家 庭 新 聞 社
〒111-0053 東京都台東区浅草橋 3-1-8 

ＴＥＬ：０３－３８６４－８２４１  ＦＡＸ：０３－３８６４－８２４５ 
 

旅行実施：ベ ス ト ワ ー ル ド 株 式 会 社
観光庁長官登録旅行業第 145 号・日本旅行業協会(JATA)正会員

〒101-0047 東京都千代田区内神田 1-7-4 
ＴＥＬ：０３－３２９５－４１１１  ＦＡＸ：０３－３２９５－４１１８ 

http://www.bstworld.co. jp/bw 



                                                                                                             

 
  
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
   

 
 

各  位                                          

  

韓国では１９９７年３月の新学年から小学校で英語が必修科目として３年生から学年進行で教えられています。 

  しかも小学校では、英語は１９８２年以来、課外科目としてすでに１５年間も導入されてきました。中学校においても 

英語は必修科目です。高等学校では１学年は外国語の共通必修科目として「共通英語」を履修することになって 

いて、２学年移行で履修する課程別必修科目は、英語と、さらにドイツ語、フランス語、スペイン語、中国語、 

日本語、ロシア語の中から１言語から選択します。 

韓国の外国語教育で特に注目すべきことは１９４８年以来、中学校では外国語としての英語を一貫して必修科目 

としていることです。それに高等学校では、１９６３年以来、英語を必修科目とする以外に、同時にヨーロッパや 

アジアの言語も選択必修の形で履修させることです。 

韓国の国をあげて英語教育に力を入れている現状をつぶさに視察する事は、英語の先生方にとって有意義な 

ことと考えます。 

時間的にも費用的にも参加し易くなっておりますので、多数の先生方の参加をお待ちしております。 

 

３月２８日(月) 東京 ⇒ ソウル                                   ソウル泊   

 

 

 

 

 

 

３月２９日(火)     ソウル滞在                                   ソウル泊    

午前： 大韓民国教育科学技術部（Ministry of Education, Science and Technology）訪問 

韓国の英語熱はすごく、国の力の入れ方が違います。1997 年から 

小学校 3年生 (8 歳) を対象に英語が必修科目として導入され、 

週 2時間勉強しています。おもに会話を中心に授業が進められ、 

英語だけの指導が行われています。 

  ※２０１１年に政府教科書先進化案として実施され、小中高で使用 

する電子教科書（e-教科書）の現状を訪問校で見ることが出来ます。 

午後：Seoul Kwanghee Elementary School 小学校訪問 

小学校での英語教育については日本よりも 10年先を進んで 

いる韓国の現状やそこで見える効果や課題は、日本の英語教育を 

考えるうえでも大変参考になります。 

３月３０日(水)     ソウル滞在                                   ソウル泊    

午前： Enonbuk Middle School 中等学校訪問 

正規の英語授業以外に、能力促進を目指す創意的な「裁量活動」 

の時間や「放課後学校」などを利用し、英語の学習時間を確保する 

方針が出されています。 

午後： Whimoon High School 高等学校訪問 

韓国の英語の先生は「サマリー・ライティング」重視の指導を行う。また、 
韓国では「内容理解重視」のリーディング指導をしています。 
日本との違いがライティングやリーディングの力の差にある。 
 

３月３１日(木)    ソウル ⇒ 東京（成田）                                   

 

東 京 （成 田 ）発  午  前   航 空 機    成田国際空港集合。 
ソ ウ ル 着    昼                出国手続き後、ソウルへ向け出発。 

ソ ウ ル 発   午  後   航 空 機    一路、帰国の途に。 

東 京 （成 田 ）着   夕  刻   

ヤンピョン・イングリッシュ・ヴィレッジ訪問 
小学生、中学生が合宿をして、英語のレッスンを受けている
英語研修施設です。 
ソウル近郊で注目のテーマパークで、イギリスのような町並み
の中にはハングル文字は見当たりません。使用言語も基本
的に英語オンリーでここに居るだけで、かなり英語力が磨か
れます。ヴィレッジに入るために空港で行われるような英語で
の審査があります。 

※成田空港発着の他、福岡空港、関西空港、中部国際空港、札幌空港利用も出来ます。（※料金が異なります）

 

①出入国管理事務所 ②運営センター ③④教室（体験型授業用） ⑤教室（英会話授業用）

⑥カフェテリア ⑦マーケット ⑧運営センター⑨野外ステージ ⑩体育館  

⑪プール  ⑫サッカー場   ⑬学生寮   ⑭ゲストハウス   ⑮天体観測所  ⑯教職員寮 

広さは東京ドームの約４倍！充実した設備で安心 
“ヤンピョン・イングリッシュ・ヴィレッジ” 
高額な費用をかけて英語圏に海外留学しなくても、国内で上質な英語を習得

できるこの施設は、ヤンピョン市のあるギョンギ道庁とサムユク外国語学院

によって運営され、現在、ギョンギ道内の小・中学校約 300名の生徒が月曜

日から金曜日まで利用。韓国の英語教育の実際を見ます。 

カリキュラムと教科書 
リスニング、スピーキング、リーディング、ライティ

ングの４技能を偏ることなく習得させることが英語

教育の目的であるが、現在は特に使える英語と英語で

の円滑なコミュニケーション活動が強調されている。

主な教材は検定教科書である。初等学校３学年の英語

は音声指導中心で、教科書は、カラーの絵本のようで、

目につく英語は、表題や簡単な指示に限られている。

４学年の教科書ではカラーの絵には変わりないが、文

字が最初から導入され、指示にも朝鮮語をほとんど使

用しないで英語を使用している。現在は１４種の教科

書が出版されている。なお、これらの教科書には、児

童用のオーディオテープがセットになっている。中学

校の英語の教科書は８種、高等学校の「共通英語」は

１８種、「英語Ⅰ」、「英語Ⅱ」はそれぞれ１８種、「英

語読解」は８種、「英語会話」は７種、「実務英語」は

５種それぞれ出版されている。教科書は学校単位で採

択されている。 

視聴覚教材に関しては、ビデオテープやオーディオテ

ープが初等学校、中学校、高等学校の授業で必要に応

じて使用されている。授業中は教員はできるだけ英語

を使用することを目標としているが、実態は朝鮮語を

使用しての授業が多く見られる。 
初等学校では、英語に興味と自信を持たせ、基礎的な

英語を理解し表現できる能力を習得させることを目

標としている。児童の心理的な負担を最小限にしなが

ら、主に音声中心に授業での理解度、参加度を総合的

に評価し、個別指導する。 
中学校、高等学校では英語学習の内容について、理解

技能と表現技能を等しく評価する。理解技能とは、言

葉と文に対する理解能力で、リスニング、リーディン

グの分野が主であり、表現技能とはスピーキング、ラ

イティングの分野が主である。低学年では理解技能に

比重を置くが、高学年になるにしたがって表現技能を

重視し、意思疎通能力を評価する。したがって個々の

能力を評価することに重点を置くのではなく、総合評

価を重視する。 
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